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松元 瑛生 くん

父・泰史さん　母・祐実さん
新和町小宮地

えいき

米田 修 くん

父・良介さん　母・素子さん
佐伊津町

しゅうまいた

田畑 凪彩 ちゃん

父・智晴さん　母・文夏さん
牛深町

なぎさ

久々山 絆翔 くん

父・真吾さん　母・紗智さん
枦宇土町

はんと

山崎 双葉 ちゃん

父・博司さん　母・真紀子さん
天草町下田北

ふたば

川峯 夢斗 くん

父・慎吾さん　母・このみさん
志柿町
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金子 舞人 くん

父・光輔さん　母・久美子さん
楠浦町
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投稿
コーナー

　地元で“御領石”の採石・加工を50年以上にわた
り続けている。「御領石」とは、約９万年前に起
きたとされている阿蘇山大噴火の火砕流が固まっ
てできた溶結凝灰岩。色は濃い灰色で、通称“灰石”
と呼ばれている。石質はやわらかくて加工がしや
すい一方、日光や風雨にさらされると強固になる
ため、風化しにくいのが特徴だ。昔から墓石をは
じめ石垣や石塀、護岸用ブロックに使われている。
　「御領には以前、この石をとる業者が30軒以上
ありましたが、今は私だけになりました」と話す
西島さん。五和町内でも西島さんを含めて２軒だ
けという。「外国産の安価な石が入ってきたり、
コンクリートなど別の資材が普及したりしたから
でしょうね」。このため、今は現存している御領
石製品の補修用の材料として採石をするのが、も
っぱらの仕事となっている。
　一方、新たな取り組みも。地元のまちづくり組
織では御領石で地域活性化をしようと、この石を
使った彫刻教室を実施。また、西島さん自身も市
内の彫刻愛好家ら７人で、“御領石の会”を今年４
月に結成。西島さんは同会の会長を務めており、
くまモンや地蔵などを制作しているそうだ。「今
後は、市内の人を対象にした彫刻教室や、観光客
向けの彫刻体験なども企画できれば」と、西島さ
んは意欲を見せる。
　「御領石の可能性が広がって、とてもうれしく
思います。私もまだまだやめるわけにはいきませ
んね」。宝の原石に磨きをかける取り組みは、始
まったばかりだ。

“御領石”
　さらに磨きをかける

西島 六 弘 さん
（五和町御領・80歳）

今月の

むつひろ

h i t o ▲西島さんの採石場

〈10月で満１歳になるお子さん〉
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入してく
ださい。なお、写真はお子さんが大きく、鮮明に
写っているものをお願いします。また、写真の掲
載は９人まで（応募者多数の場合は抽選）とし、
応募写真は返却しません。

皆さんからの投稿を募集しています！
〈読者のつぶやき〉
●応募方法＝身近であったできごとや、季節に思い
をはせることなど、150字程度をまとめたものに、
ペンネームと住所、氏名、電話番号を記入してく
ださい（応募者多数の場合は選考）。

※表記などを統一するため、趣旨を変えずに文章を
直すことがあります。
※採用されたつぶやきは、この紙面に掲載します。

［郵送・持参先］〒863-8631 市内東浜町8-1（郵送の場合は住所記載不要）天草市役所・秘書課

●応募期限＝９月10日㊋まで（必着）。
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今月で1歳になります

小林 駿斗 くん

父・孝俊さん　母・月子さん
志柿町
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岩﨑 寛太 くん

父・昭仁さん　母・直美さん
五和町城河原
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ようけつぎょうかいがん はいいし


